
　

『
竹
下
詩
鈔
』
の
作
者
、
橋
本
竹
下
（
一
七
九
〇
～

一
八
六
二
）
は
江
戸
後
期
に
お
け
る
尾
道
の
豪
商
で
あ
り
、

漢
文
学
者
で
あ
る
。
新
修
『
尾
道
市
史
』
六
巻
（
青
木
茂
編

　

尾
道
市
役
所　

昭
和
五
十
二
年
）
に
、

　

橋
本
竹
下
、
諱
は
徳
聴
、
名
は
旋
、
字
は
元
吉
、
通
称
吉

兵
衛
と
い
い
後
、
荘
右
衛
門
と
改
む
。
竹
下
は
其
の
号
。
三

原
川
口
家
の
生
れ
、
橋
本
家
を
嗣
ぐ
。
学
を
好
み
詩
文
を
能

く
す
。
風
流
洒
落
君
子
の
称
あ
り
。
初
め
菅
茶
山
に
学
び
、

後
京
都
に
出
て
、
山
陽
に
学
ぶ
。
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年

三
月
四
日
没
す
。
慈
観
寺
に
葬
る
。
七
十
三
才
。
男
徳
光
、

令
嗣
子
純
（
※
）
と
共
に
「
竹
下
詩
鈔
」
を
刊
行
す
。
宮
原

節
庵
其
序
文
を
作
り
、
宇
都
宮
竜
山
其
跋
文
を
作
る
。
と
の

記
載
が
あ
る
。

※
男
徳
光
、
令
嗣
子
純
と
あ
る
が
、
長
男
徳
光
（
橋
本
清
娯
）
、

令
孫
子
純
（
橋
本
吉
兵
衛
）
の
誤
り
。

　

こ
の
た
び
は
、
橋
本
竹
下
の
人
と
な
り
、
及
び
彼
の
文
学

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
探
る
た
め
、
『
竹
下

詩
鈔
』
に
付
さ
れ
た
序
文
と
跋
文
を
掲
載
し
た
。
序
文
は
菊

池
五
山
、
梁
川
星
巌
、
宮
原
節
庵
が
、
跋
文
は
宇
都
宮
竜
山

と
頼
支
峯
が
執
筆
し
て
い
る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
【
本
文
】

と
【
現
代
語
訳
】
を
挙
げ
て
い
く
。
本
文
の
テ
キ
ス
ト
は
奈

良
県
立
図
書
情
報
館
本
を
用
い
、
漢
字
は
す
べ
て
新
字
体
に

改
め
て
記
載
し
て
い
る
。

◎
菊
池
五
山

【
本
文
】

　

題
竹
下
詩
鈔
首

中
州
擅
詞
名
、
二
豪
失
菅
頼
。
縦
能
有
継
者
、
将
謂
誠
自
鄶
。
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橋
本
竹
下
『
竹
下
詩
鈔
』
の
序
文
、
跋
文
に
つ
い
て

鷹　

橋　

明　
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豈
意
出
斯
人
。
詩
胆
恁
斗
大
。
譬
如
姜
伯
約
祈
山
重
反
旆
。（
以

下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辛
丑
秋
仲　
　

五
山　

池
桐
孫

【
現
代
語
訳
】

　

竹
下
詩
鈔
の

首
は
じ
め

に
題
す

　

日
本
で
詞
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
二
人
の
豪
傑
、
菅
茶

山
・
頼
山
陽
を
失
っ
た
。
た
と
え
、
こ
の
二
人
を
継
ご
う
と

す
る
者
が
あ
ろ
う
と
も
、
誰
も
全
く
足
下
に
も
及
ば
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
ま
さ
か
こ
ん
な
人
（
橋
本
竹
下
）
が
出
よ
う

と
は
。
詩
を
作
ろ
う
と
す
る
胆
は
斗
升
ほ
ど
で
あ
り
、
祈
山

で
反
旗
を
翻
し
た
姜
維
の
そ
れ
に
も
匹
敵
す
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
（
以
下
略
）

　
　
　
　
　

天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年

　

仲
秋　

五
山　

池
桐
孫
（
菊
池
五
山
の
号
）

※
菊
池
五
山　

（
一
七
七
二
〜
一
八
五
五
）　

名
は
桐と

う

孫そ
ん

。
通

称
は
左
太
夫
。
五
山
・
娯
庵
・
小
釣
雪
と
号
し
た
。
讃さ

ぬ
き岐

（
香

川
県
）
の
生
ま
れ
。
京
都
で
柴
野
林
山
に
つ
い
で
江
戸
で
市

河
寛
斎
の
江
湖
詩
社
に
入
り
、
大
窪
詩
仏
・

柏
か
し
わ

木ぎ

如じ
ょ

亭て
い

・

小
島
梅
外
と
と
も
に
「
四
才
子
」
と
称
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

お
お
む
ね
江
戸
で
活
動
し
て
詩
名
を
高
め
、
晩
年
に
は
高
松

藩
に
仕
え
た
。
詩
作
に
当
た
っ
て
は
性
霊
派
を
尊
ん
だ
。『
五

山
堂
詩
話
』『
五
山
堂
詩
存
』『
清
人
詠
物
詩
抄
』『
明
人
絶
句
』

な
ど
が
あ
る
。
（
松
浦
友
久
編
『
漢
詩
の
事
典
』
一
九
九
九

年　

大
修
館
書
店
）

◎
梁
川
星
巌

【
本
文
】

　

竹
下
詩
藁
序

　

詩
者
発
乎
性
情
、
以
主
文
者
也
。
今
之
詩
亦
何
異
乎
是
。

其
異
乎
是
也
、
則
非
詩
也
。
三
百
篇
既
已
経
大
聖
人
之
刪
定
。

刊
為
一
経
伝
、
之
萬
萬
世
而
弗
泯
、
天
下
誦
而
習
之
。
蓋
以

其
言
出
於
自
然
、
而
不
雑
人
偽
。
是
以
得
失
勧
戒
皆
有
以
啓

発
人
志
、
而
其
見
効
尤
速
非
他
教
之
所
能
及
也
。
迨
後
世
作

者
、
不
務
思
誠
之
功
、
遂
以
詩
為
誇
才
之
具
。

　

故
其
言
不
出
於
自
然
而
不
得
不
雑
人
偽
。
於
是
乎
各
舎
本

追
末
、
以
虚
飾
浮
華
相
高
而
詩
大
変
乎
。
至
若
今
時
、
関
東

盛
以
詠
物
争
功
、
関
西
専
以
詠
史
闘
奇
、
則
変
之
又
極
而
其

詠
物
竟
不
異
乎
泥
塑
之
美
人
、
剪
綵
之
花
枝
、
詠
史
猶
夫
画

鬼
雄
鬼
馬
者
。
有
何
性
情
而
存
焉
尚
得
謂
之
詩
矣
乎
。
雖
然

詠
物
詠
史
亦
未
可
尽
非
之
也
。

　

若
夫
少
陵
氏
之
詠
物
、
必
以
比
興
出
之
。
枯
柟
病
橘
双
燕

百
舌
篇
篇
含
蓄
、
其
余
不
遑
枚
挙
也
。

玉
渓
生
之
詠
史
亦
皆
有
所
喩
。
茂
陵
為
武
宗
発
、
隋
師
東
為

王
庭
湊
作
。
蓋
時
事
不
可
顕
言
、
特
以
異
代
借
影
耳
。
凡
唐
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三
百
年
間
之
詩
類
于
此
者
殊
不
少
、
是
則
固
諷
人
之
遺
意
而

亦
無
愧
於
其
為
詩
矣
。

吾
友
備
後
橋
本
元
吉
、
以
豪
俊
之
資
而
写
意
於
風
雅
、
唐
宋

大
家
以
至
近
世
諸
名
人
作
、
無
不
諷
詠
而
温
繹
。
功
力
既
至

胸
次
豁
然
。
及
夫
物
触
於
外
、
情
動
於
内
則
沛
然
発
之
於
詩
。

袞
袞
乎
、
洋
洋
乎
。
罔
知
其
所
窮
。

　

且
其
為
辞
、
雄
而
弗
觕
、
厳
而
不
刻
、
頗
有
忠
厚
惻
怛
之

意
。
是
則
尤
可
敬
矣
。
然
其
所
為
果
能
無
愧
於
有
唐
諸
賢
乎
、

果
能
無
愧
於
不
雑
人
偽
而
垂
教
於
後
世
者
乎
。
余
猶
未
之
能

知
也
。
鳴
乎
是
誠
不
易
言
也
。
余
之
嗜
吟
詠
也
不
下
於
元
吉
。

　

三
百
篇
已
下
、
古
今
諸
家
之
作
亦
多
究
心
今
已
四
十
年
矣
。

而
未
能
庶
幾
乎
此
也
則
又
当
与
元
吉
共
勗
之
。
元
吉
刻
其
詩
、

授
余
序
、
乃
書
以
訂
之
。

天
保
歳
在
辛
丑
孟
冬
星
巌
真
逸
梁
緯
撰　

於
江
戸
玉
池
之
枕

易
行
窩

【
現
代
語
訳
】

　

竹
下
詩
藁
序

　

（
『
詩
経
』
国
風
の
）
詩
は
心
の
趣
き
よ
り
発
し
て
、
詩
句

に
文あ

や

を
持
た
せ
た
も
の
で
あ
る
。
今
の
詩
も
何
ら
こ
れ
に
変

わ
り
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

こ
れ
と
異
な
る
の
は
詩
で
は
な
い
。
（
『
詩
経
』
の
）
三
百
篇

は
大
聖
人
孔
子
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
詩
経
』
は
聖

人
孔
子
が
述
作
し
、
解
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
永

久
に
滅
び
る
こ
と
は
な
く
、
今
で
も
天
下
の
人
々
が
こ
れ
を

暗
誦
し
、
学
ん
で
い
る
。
思
う
に
、
そ
の
詩
語
は
心
か
ら
自

然
に
出
た
も
の
で
あ
っ
て
、
私
心
や
私
情
が
加
わ
っ
た
も
の

で
は
な
い
の
で
、
そ
こ
に
詠
わ
れ
た
得
失
（
成
功
と
失
敗
）

と
勧
戒
（
善
を
勧
め
悪
を
戒
め
る
）
を
知
る
だ
け
で
志
を
啓

発
し
、
そ
の
効
果
の
現
れ
る
や
、
非
常
に
速
や
か
で
（
儒
教

以
外
の
）
他
の
教
え
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
し
か
し
、

（
『
詩
経
』
よ
り
）
後
世
の
作
者
は
、
誠
を
思
う
心
を
忘
れ
、

詩
は
た
だ
詩
才
を
誇
る
た
め
の
道
具
と
な
り
果
て
て
い
る
。

　

故
に
そ
の
言
語
は
自
然
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
く
、
私
心

や
私
情
が
加
わ
っ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
軽
薄
で
上

辺
ば
か
り
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
詩
は
大
い
に
変
質
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
今
事
に
あ
っ
て
は
、
関
東
は
盛
ん

に
詠
物
詩
で
巧
み
さ
を
競
い
、
関
西
は
専
ら
詠
史
詩
で
奇
を

闘
わ
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
（
詩
の
根
本
を
）
逸
脱
す
る

こ
と
甚
だ
し
い
の
で
あ
り
、
詠
物
詩
は
泥
人
形
の
美
人
、
造

花
の
花
枝
を
詠
っ
て
い
る
に
異
な
ら
ず
、
詠
史
詩
は
死
ん
だ

英
雄
、
死
ん
だ
馬
を
詠
っ
て
い
る
の
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

ど
ん
な
性
情
を
持
て
ば
、
こ
れ
を
詩
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ

う
か
？
し
か
し
、
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
詠
物
詩
も
詠
史
詩

も
す
べ
て
が
ダ
メ
と
は
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
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か
の
杜
甫
の
詠
物
詩
の
ご
と
き
は
、
必
ず
「
比
」
と
「
興
」

（
詩
経
の
修
辞
法
。
「
比
」
は
比
喩
法
、
「
興
」
は
自
然
の
事

物
を
用
い
て
人
事
を
連
想
さ
せ
る
事
柄
を
詠
う
こ
と
）
を
用

い
て
己
の
真
情
を
詠
い
あ
げ
て
い
る
。
「
枯こ

枏だ
ん

」「
病
橘
」「
双

燕
」
「
百も

舌ず

」
（
す
べ
て
杜
甫
の
詩
篇
の
名
）
な
ど
の
篇
も
含

蓄
が
あ
り
、
そ
の
他
に
も
名
作
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ

ど
で
あ
る
。

　

李
商
隠
の
詠
史
詩
も
み
な
喩
え
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
茂

陵
」（
漢
の
武
帝
の
陵
墓
）
は
、
唐
の
武
宗
皇
帝
の
た
め
に
詠
っ

た
も
の
で
あ
り
、「
隋
師
東
」（
隋
軍
が
東
征
す
る
様
子
を
詠
っ

て
い
る
）
は
、
唐
の
王
庭
湊
の
た
め
に
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

思
う
に
当
時
の
世
相
に
つ
い
て
顕あ

き

ら
か
に
言
う
の
は
は
ば
か

ら
れ
た
の
で
、
別
の
時
代
の
モ
チ
ー
フ
を
借
り
た
の
で
あ
る
。

凡
そ
唐
の
三
百
年
の
詩
で
こ
れ
ら
の
作
品
に
類
す
る
よ
う
な

作
品
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
（
人
を
諫
め
よ

う
と
し
た
）
前
人
の
遺
意
で
あ
り
、
（
こ
の
よ
う
な
内
容
を

含
む
も
の
な
ら
）
詩
と
し
て
何
ら
愧は

ず
べ
き
こ
と
は
な
い
の

で
あ
る
。

　

私
の
友
人
、
備
後
の
橋
本
元
吉
は
豪
俊
（
非
常
に
す
ぐ
れ

た
才
知
）
の
素
質
で
、
思
い
を
詩
文
に
寄
せ
、
唐
宋
の
大
家

及
び
近
世
に
お
け
る
諸
々
の
名
人
の
作
に
至
る
ま
で
、
す
べ

て
を
暗
誦
し
、
す
べ
て
に
習
熟
し
て
い
る
。
そ
の
効
力
は
す

で
に
現
れ
、
胸
の
中
は
か
ら
っ
と
開
け
て
お
り
、
悟
り
の
境

地
に
近
い
状
態
に
あ
る
。
物
事
が
心
の
表
面
に
触
れ
た
り
、

感
情
が
心
の
奥
深
く
に
動
い
た
り
す
れ
ば
、

縦
ほ
し
い
ま
ま

に
こ
れ

を
詩
に
詠
む
こ
と
が
で
き
る
。
大
き
な
河
が
充
ち
満
ち
て
絶

え
間
な
く
流
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
詩
作
は
尽
き
る
こ
と
が
な

い
。
さ
ら
に
、
そ
の
歌
辞
は
、
雄
で
あ
っ
て
も
粗
で
は
な
く
、

厳
で
あ
っ
て
も
酷
で
は
な
い
。
情
の
厚
さ
と
悲
し
み
の
情
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
最
も
尊
敬
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
詩
作
は
唐
の
諸
賢
に
対
し
て
愧
じ
る
こ
と
は

な
い
の
か
、
果
た
し
て
私
心
や
私
情
を
加
え
ず
、
後
世
に
教

え
を
垂
れ
る
も
の
（
『
詩
経
』
国
風
や
唐
代
の
杜
甫
の
作
品
）

に
対
し
て
愧
じ
る
こ
と
は
な
い
の
か
？
私
は
こ
れ
に
対
す
る

答
え
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
あ
あ
、
こ
れ
は
本
当
に
言

い
難
い
。
私
の
吟
詠
も
元
吉
と
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

（
『
詩
経
』
の
）
三
百
篇
を
は
じ
め
古
今
の
諸
家
の
作
品
に

つ
い
て
深
く
理
解
し
よ
う
と
試
み
て
す
で
に
四
十
年
。
し
か

し
未
だ
に
そ
れ
ら
の
作
品
の
レ
ベ
ル
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
。
元
吉
と
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
。
元

吉
は
自
身
の
詩
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
私
に
序
文
を
依
頼

し
て
き
た
。
そ
こ
で
こ
こ
に
私
の
思
い
を
記
し
た
の
で
あ
る
。

　

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
初
冬
、
星
巌
真
逸
梁
緯
（
梁

川
星
巌
の
名
）
、
江
戸
玉
池
（
神
田
の
お
玉
が
池
）
の
枕
易

－24－



行
窩
（
星
巌
の
住
所
）
に
撰
す
。

※
梁
川
星
巌
（
一
七
八
九
〜
一
八
五
八
）
名
は
孟
緯
。
字
は

公
図
ま
た
は
伯
兎
、
無
象
。
通
称
は
新
十
郎
。
星
巌
、
詩
禅
、

三
野
逸
民
な
ど
と
号
し
た
。
美
濃
安
八
郡
の
生
ま
れ
。
十
二

才
の
時
父
母
を

亡
う
し
な

い
、
祖
父
の
弟
に
養
育
さ
れ
た
。
十
九

才
で
江
戸
に
出
て
古
賀
精
里
、
山
本
北
山
に
学
び
、
つ
い
で

市
河
寛
斎
の
江
湖
詩
社
に
参
加
し
た
。
二
十
九
才
の
時
帰
郷

し
て
、
塾
を
開
き
、
や
が
て
再ま

た

従い
と
こ妹

の
紅
蘭
と
結
婚
。
と
も

に
西
遊
の
旅
に
出
る
。
足
か
け
五
年
の
長
旅
の
間
に
多
く
の

詩
を
作
り
、
詩
人
た
ち
と
交
流
、
大
い
に
名
声
を
高
め
た
。

四
十
四
才
の
と
き
、
江
戸
の
神
田
お
玉
池
に
居
を
定
め
、
玉

池
吟
社
を
開
く
。
大
沼
枕
山
、
森
春
濤
は
じ
め
明
治
詩
壇
を

リ
ー
ド
す
る
人
々
が
多
く
出
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
星
巌
は
世

相
の
乱
れ
に
感
じ
、
志
士
た
ち
と
交
流
し
て
国
事
を
論
ず
る

よ
う
に
な
る
。
五
十
七
歳
の
と
き
、
京
都
へ
居
を
移
し
、
尊

皇
攘
夷
の
主
張
を
持
し
て
い
よ
い
よ
政
治
的
活
動
に
傾
斜
、

吉
田
松
陰
・
釈
月
性
・
頼
三
樹
三
郎
ら
と
親
交
を
結
ん
だ
。

安
政
の
大
獄
の
直
前
、
京
都
に
流
行
し
て
い
た
コ
レ
ラ
に
か

か
っ
て
没
し
た
が
、
妻
の
紅
蘭
が
逮
捕
さ
れ
て
、
半
年
間
投

獄
さ
れ
た
。
星
巌
は
特
に
絶
句
・
律
詩
に
す
ぐ
れ
た
と
言
わ

れ
る
。
（
『
漢
詩
の
事
典
』
）

◎
宮
原
節
庵

【
本
文
】

　

叙　

　

竹
下
詩
鈔
者
、
我
郷
尾
路
橋
本
竹
下
翁
所
著
也
。
翁
之
詩

原
于
茶
山
山
陽
二
先
生
、
後
自
成
一
家
。
体
兼
今
古
、
無
所

不
能
。
而
最
善
長
篇
。
感
慨
激
烈
時
、
下
雄
健
奇
抜
之
語
、

諷
諭
勧
戒
時
、
又
着
婉
曲
含
蓄
之
筆
。
其
他
有
典
雅
壮
者
、

有
簡
易
澹
泊
者
。
各
随
其
題
目
体
裁
、
無
不
変
化
自
在
。
較

之
世
々
僅
々
能
五
七
言
絶
句
、
沾
沾
自
善
者
、
詩
格
高
下
、

筆
力
鈍
敏
、
之
相
去
奚
啻
天
壌
。
翁
詩
之
善
如
此
則
其
名
著

遠
迩
、
固
無
足
恠
者
。

　

抑
我
尾
路
山
陽
道
一
駅
、
倚
山
面
海
、
車
馬
之
東
西
、
商

船
之
南
北
、
無
不
日
。
而
往
還
聚
散
、
浪
華
以
西
一
大
港
也
。

酒
肉
肆
、
舞
妓
楼
、
臨
水
連
岸
、
到
処
無
無
糸
竹
酔
影
之
声
。

旅
人
来
遊
則
已
消
其
客
愁
。
況
土
人
遊
覧
醼
飲
、
或
終
至
流

連
忘
返
郷
之
旧
族
。

　

由
之
誤
身
者
未
必
無
之
。
而
翁
則
不
然
。
翁
承
累
生
豪
富
、

謹
厚
修
身
、
少
好
読
書
、
有
才
不
驕
、
従
郷
先
生
島
居
氏
受

学
後
、
入
茶
山
山
陽
二
先
生
門
。
父
行
詩
学
益
進
。
可
以
謂

不
虚
三
先
生
教
導
者
矣
。

　

今
茲
令
嗣
伯
厚
、
令
孫
子
純
、
相
謀
整
理
遺
稿
、
遂
得
上

梓
。
嗚
呼
伯
厚
、
悲
翁
世
間
失
明
而
又
喜
其
以
詩
独
楽
、
則
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彫
刻
詩
鈔
必
能
慰
翁
之
霊
于
地
下
。
果
然
伯
厚
無
復
遺
憾
矣
。

既
而
嘱
序
於
余
。
余
於
翁
実
有
師
友
義
。
距
今
六
十
余
年
前
、

余
齢
十
六
、
妃
来
京
師
入
山
陽
先
生
塾
。
時
翁
先
来
寓
塾
、

矜
余
年
少
、
循
循
教
導
。
遂
請
託
吾
業
于
先
生
而
去
。

　

今
於
此
詩
鈔
、
雖
無
所
請
余
、
豈
黙
無
一
言
哉
。
書
以
伯

厚
子
純
云
、
癸
未
秋
晩
宮
原
竜
撰
並
書
。
時
年
七
十
又
九
。

【
現
代
語
訳
】

　

叙

　

『
竹
下
詩
鈔
』
は
、
我
が
郷
里
尾
路
の
橋
本
竹
下
翁
が
著

し
た
も
の
で
あ
る
。
翁
の
詩
の
源
は
茶
山
、
山
陽
の
二
先
生

に
あ
り
、
そ
の
後
自
ら
の
詩
風
を
築
き
あ
げ
ら
れ
た
。
詩
の

ス
タ
イ
ル
は
今
体
（
近
体
詩
、
律
詩
と
絶
句
）
も
、
古
体
（
古

詩
）
も
、
ど
ち
ら
も
よ
く
さ
れ
た
が
、
特
に
長
篇
が
お
上
手

で
あ
る
。
感
慨
激
烈
な
時
に
は
雄
健
奇
抜
の
語
を
使
わ
れ
、

諷
諭
勧
戒
の
時
に
は
婉
曲
的
で
言
外
に
含
み
が
あ
る
よ
う
な

筆
を
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
典
雅
壮
麗
な
る
詩
が
あ
れ
ば
、

簡
易
淡
白
な
詩
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
詩
の
題
目
や
詩
型
に
応

じ
て
変
幻
自
在
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
世
間
の
わ

ず
か
に
五
言
絶
句
や
七
言
絶
句
が
で
き
る
だ
け
な
の
に
喜
ん

で
偉
そ
う
に
し
て
い
る
輩
な
ど
と
比
べ
た
ら
、
詩
格
の
高
下
、

筆
力
の
鈍
敏
と
も
に
天
と
地
ほ
ど
の
開
き
が
あ
る
。
翁
の
詩

は
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
も
の
な
の
で
、
そ
の
詩
名
を
近

く
は
も
と
よ
り
、
遠
く
ま
で
響
か
せ
る
こ
と
は
決
し
て
お
か

し
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

そ
も
そ
も
我
が
尾
路
は
山
陽
道
の
一
駅
で
あ
る
。
山
に
倚よ

り
、
海
に
面
し
、
日
々
、
車
馬
も
商
船
も
東
西
南
北
か
ら
集

ま
っ
て
く
る
。
そ
の
往
還
聚
散
ぶ
り
は
、
浪
華
以
西
の
大
港

で
あ
る
。
酒
肉
の
肆み

せ

や
舞ぶ

妓ぎ

の
楼
が
海
を
臨
み
、
岸
に
連
な

り
、
管
弦
や
酔
狂
の
声
が
し
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
（
ほ
ど
賑

や
か
だ
）
。
旅
人
が
尾
路
を
訪
れ
る
と
、
旅
の
愁
い
も
す
ぐ

に
ど
こ
か
に
消
え
去
っ
て
し
ま
う
。
い
わ
ん
や
、
そ
の
地
に

住
ん
で
い
る
人
た
ち
な
ど
は
ぶ
っ
つ
づ
け
に
道
楽
に
ふ
け
っ

て
家
に
帰
る
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
身

を
誤
っ
た
者
た
ち
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る

が
、
翁
は
そ
う
は
な
ら
れ
な
か
っ
た
。
翁
は
代
々
の
豪
富
を

継
承
さ
れ
な
が
ら
も
、
慎
み
深
く
身
を
修
め
ら
れ
、
年
少
の

頃
よ
り
読
書
を
好
み
、
才
能
が
お
有
り
で
も
決
し
て
驕
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
郷
里
の
先
生
島し

ま

居す
え

氏
か
ら
学
問
を
授
け
ら

れ
た
後
、
茶
山
、
山
陽
先
生
の
門
に
入
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

事
業
も
、
詩
学
も
ま
す
ま
す
発
展
を
遂
げ
ら
れ
た
の
は
、
三

先
生
の
ご
教
導
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

今
、
こ
こ
に
令
嗣
の
伯
厚
氏
、
令
孫
の
子
純
氏
が
（
竹
下

翁
の
）
ご
遺
稿
を
整
理
さ
れ
、
こ
こ
に
詩
集
が
出
版
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
あ
あ
伯
厚
氏
（
が
仰
る
に
は
）、
父
が
失
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明
し
た
の
を
悲
し
ん
だ
も
の
の
、
詩
が
父
の
生
き
る
支
え
に

な
っ
た
こ
と
を
私
は
喜
ん
だ
。
詩
鈔
を
出
版
す
れ
ば
、
必
ず

や
、
地
下
の
父
の
霊
魂
を
慰
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
し
、

伯
厚
（
私
）
も
思
い
残
す
こ
と
は
な
い
、と
。
そ
う
し
て
（
詩

鈔
の
）
序
文
を
私
に
託
さ
れ
た
。
私
に
と
っ
て
翁
は
、
師
と

仰
ぐ
人
で
あ
り
、
ま
た
友
の
関
係
で
も
あ
る
。
今
か
ら
六
十

年
余
り
前
、
私
は
京
都
の
山
陽
先
生
の
塾
に
入
塾
し
た
。
そ

の
時
、
翁
は
塾
に
寓
居
し
て
お
ら
れ
、
私
が
若
輩
者
で
あ
る

の
を
憐
れ
み
、
次
々
色
ん
な
こ
と
を
教
導
し
て
下
さ
っ
た
。

か
く
て
、
私
の
学
業
を
（
頼
）
先
生
に
託
し
て
帰
っ
て
行
か

れ
た
の
で
あ
る
。

　

今
、
こ
の
詩
鈔
を
前
に
し
て
、
も
し
（
伯
厚
氏
、
子
純
氏

か
ら
）
私
に
何
の
要
請
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
黙
し
た
ま

ま
で
一
言
も
触
れ
ず
に
い
ら
れ
る
こ
と
な
ど
出
来
よ
う
筈
が

な
い
。
記
し
て
伯
厚
氏
、
子
純
氏
に
示
し
て
云
う
。
癸
未

（
明
治
十
六
年
・
一
八
八
三
年
）
宮
原
竜
撰
並
び
に
書
。
時

年
七
十
九
。

※
宮
原
竜　

名
は
士
淵
。
は
じ
め
謙
蔵
の
ち
竜
と
改
む
。
節

庵
は
そ
の
号
な
り
。
尾
道
の
名
家
渡お

り

橋は
し

貞
兵
衛
の
五
男
に
し

て
、
祖
先
の
姓
宮
原
を
継
ぐ
。
山
陽
来
尾
の
折
よ
く
渡
橋
に

泊
ま
り
、
節
庵
を
そ
の
弟
子
と
す
る
。
京
都
三
本
木
の
塾
に

至
り
薫
育
を
う
け
、
山
陽
塾
枢
要
の
人
物
と
な
る
。
山
陽
の

母
に
侍
り
、
大
和
・
伊
勢
に
随
行
し
大
い
に
寵
愛
を
受
く
。

殊
に
書
道
に
達
し
晩
年
の
筆
跡
は
山
陽
に
優
る
と
さ
え
と
伝

え
ら
れ
る
。
京
に
歿
す
。　
　

（
新
修
『
尾
道
市
史
』
第
六
巻
）

◎
宇
都
宮
竜
山

【
本
文
】

　

跋

　

初
余
之
来
尾
路
、
始
見
竹
下
翁
、
翁
一
見
如
故
。
不
以
余

不
肖
使
其
長
子
伯
厚
及
二
弟
従
学
焉
。
余
因
衣
食
於
翁
、
且

獲
遍
読
其
蔵
書
、
余
之
於
翁
頗
有
恩
義
矣
。
翁
好
詩
成
癖
。

余
亦
同
好
、
以
故
頻
頗
唱
和
、
衿
契
相
符
日
親
。
一
日
余
賦

詩
呈
翁
曰
、
「
匡
学
得
依
文
不
識
、
陳
官
何
望
魏
無
知
」
。
翁

亦
有
一
律
。
其
頸
聯
曰
、
「
節
近
中
秋
君
莫
帰
」
。
其
上
句
余

偶
忘
之
矣
。
自
後
相
稔
無
殆
無
曠
日
。
余
之
往
也
、
翁
賦
曰
、

「
妻
児
皆
熟
面
、
誰
復
修
辺
幅
」
。
翁
之
来
也
、
余
亦
賦
曰
、

「
礼
薄
而
情
厚
、
有
如
一
家
親
情
、
好
之
密
可
以
見
焉
」

　

翁
夙
好
学
、
受
道
義
於
郷
先
生
島
居
実
斎
者
。
故
学
有
根

拠
矣
。
至
於
詩
則
成
於
茶
山
山
陽
二
先
生
之
指
授
、
尤
長
於

歌
行
諸
体
。
律
絶
窮
其
妙
処
、
可
謂
造
乎
詩
家
之
壺
奥
矣
。

世
之
目
翁
為
詩
人
、
亦
有
以
也
。

　

後
患
眼
。
謝
事
隠
居
養
志
於
林
泉
与
世
乎
相
忘
。
客
来
則

談
、
興
到
賦
、
或
詠
時
事
、
或
歌
頌
清
世
。
其
意
皆
出
乎
忠
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厚
惻
怛
。
非
通
常
詩
人
所
能
及
。
故
特
以
詩
概
翁
、
非
知
翁

者
也
。
居
数
年
余
移
住
三
原
。
三
十
年
而
還
。
還
則
翁
之
墓

木
已
拱
矣
。

　

令
孫
子
純
、
頭
角
嶄
然
、
亦
読
書
于
余
塾
。
頃
伯
厚
欲
梓

翁
之
詩
。
宮
原
士
淵
就
遺
稿
、
撰
出
三
百
篇
、
分
為
三
巻
題

竹
下
詩
鈔
。
子
純
拮
据
甚
力
。
余
亦
旁
助
其
校
讐
。
毎
有
語

及
余
者
、
輒
感
念
歔
欷
焉
。

　

鳴
乎
、
喪
明
猶
著
作
不
止
。
故
篇
什
之
富
如
此
。
若
使
翁

終
身
有
明
、
雄
篇
傑
作
其
数
倍
蓰
矣
。
惜
夫
、
雖
然
桂
林
一
枝
、

崑
山
片
玉
、
人
猶
知
其
為
珍
矣
。
況
既
有
三
百
之
多
。
何
必

其
余
之
求
乎
哉
。
若
夫
詩
之
工
妙
造
詣
、
山
陽
先
生
及
諸
名

家
之
批
評
備
焉
。
故
余
不
復
呶
呶
也
。

　
　
　
　

癸
未
冬
日
書
于
枇
杷
亭
南
窓
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
一
歳　
　
　

竜
山　

宇
都
宮
靖

【
現
代
語
訳
】

　

跋

　

初
め
て
私
が
尾
路
に
き
て
、
竹
下
翁
に
お
会
い
し
た
時
、

翁
は
私
を
一
見
す
る
や
旧
知
の
仲
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
長
子

の
伯
厚
、
次
男
を
従
学
さ
せ
な
か
っ
た
の
は
私
の
不
肖
な
る

が
ゆ
え
で
あ
る
。
私
は
衣
食
を
翁
に
頼
り
、
そ
し
て
そ
の
蔵

書
の
全
て
を
読
む
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
だ
か
ら
私
は
翁
に
大

変
な
恩
義
を
感
じ
て
い
る
。
翁
は
詩
を
好
む
こ
と
癖
の
よ
う

で
あ
り
、
私
も
同
好
の
士
だ
っ
た
の
で
、
度
々
唱
和
し
、
心

の
奥
底
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
日
々
親
し
く
な
っ
て
い
っ

た
。
あ
る
日
、
私
は
詩
を
賦
し
、
翁
に
差
し
出
し
て
い
っ
た
、

「

匡
き
ょ
う

の
学
び
得
た
る
は
文
不
識
に
依よ

り
、
陳
の
官
は
何
ぞ

魏
無
知
を
望
ま
ん
や
」
と
。
翁
に
も
律
詩
が
一
首
あ
り
、
そ

の
頸
聯
に
「
節
は
中
秋
に
近
く
、
君
帰
る
こ
と
莫な

か

れ
」
と
あ
っ

た
。
そ
の
上
の
句
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
。
そ
の
後
、
し
ば

し
ば
往
来
を
重
ね
て
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
た
。
私
が
行
く

と
、
翁
が
詩
を
賦
し
て
言
わ
れ
る
に
は
、
「
妻
児
は
皆み

な
熟

面
す
、
誰
か
復
た
辺
幅
を
修
せ
ん
」
と
。
翁
が
我
が
家
に
来

ら
れ
れ
ば
、
私
も
詩
を
賦
し
て
言
う
に
、
「
礼
薄
く
し
て
情

厚
く
、
一
家
の
親
情
の
如
き
有
り
、
之
を
好
め
ば
密み

つ

に
以
て

見
る
可べ

し
」
と
。

　

翁
は
早
く
か
ら
学
問
を
好
ま
れ
、
世
の
道
理
を
郷
里
の
先

生
島し

ま

居す
え

実じ
つ

斎さ
い

よ
り
授
け
ら
れ
た
。
故
に
学
問
に
確
り
と
し
た

土
台
が
あ
り
、
詩
に
至
っ
て
は
茶
山
・
山
陽
と
い
う
二
先
生

の
教
え
に
与
り
、
歌
行
の
諸
体
に
と
り
わ
け
優
れ
た
力
量
を

発
揮
さ
れ
た
。
律
詩
・
絶
句
に
至
っ
て
は
、
そ
の
奥
義
を
窮

め
、
詩
家
と
し
て
の
核
心
に
ま
で
も
至
っ
て
お
ら
れ
る
と
言

え
る
。
世
の
人
々
が
翁
を
詩
人
と
見
な
す
の
も
故
あ
っ
て
の

こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
眼
を
患
わ
れ
た
。
様
々
な
事
業
か
ら
手
を
引
き
、
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隠
居
し
て
林
や
泉
に
お
気
持
ち
を
移
さ
れ
る
と
と
も
に
、
俗

世
間
の
事
と
は
距
離
を
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
客
人
が

来
れ
ば
語
り
合
い
、
興
が
わ
け
ば
詩
を
賦
し
、
時
に
は
時
事

を
詠
じ
、
ま
た
あ
る
時
に
は
清
世
を
謳
歌
さ
れ
た
。
そ
れ
ら

の
詩
に
は
厚
い
忠
義
の
心
と
（
世
を
）
傷
む
心
に
溢
れ
て
い

る
。
並
の
詩
人
が
到
達
し
え
な
い
所
に
ま
で
達
し
て
お
ら
れ

る
。
よ
っ
て
、
た
だ
翁
の
詩
だ
け
で
翁
を
察
し
よ
う
と
し
て

も
、
翁
を
理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
数
年
間
世
話
に

な
っ
た
後
、
私
は
三
原
に
移
住
し
た
。
三
十
年
後
、
戻
っ
て

み
れ
ば
、
翁
の
墓
地
に
生
え
た
木
は
す
で
に
両
手
で
抱
き
か

か
え
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。
令
孫
の
子
純
は
極
め
て

優
秀
、
私
の
塾
で
学
業
に
励
ん
だ
。
こ
の
頃
、
（
翁
の
長
男
、

子
純
の
父
）
伯
厚
氏
が
翁
の
詩
を
出
版
し
よ
う
と
さ
れ
て
い

た
。
宮
原
士
淵
が
遺
稿
か
ら
三
百
篇
を
選
出
し
、
三
巻
に
分

け
、
『
竹
下
詩
鈔
』
と
題
を
つ
け
た
。
（
孫
の
）
子
純
は
懸
命

に
作
業
を
手
伝
い
、
私
も
仕
事
の
合
間
に
詩
の
校
勘
を
手

伝
っ
た
が
、
そ
の
際
（
翁
の
詩
が
）
私
に
触
れ
る
の
を
見
る

た
び
に
、
心
が
高
ぶ
り
、
目
頭
が
熱
く
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　

あ
あ
、
（
翁
は
）
目
が
見
え
な
く
な
ら
れ
て
も
、
著
作
を

続
け
ら
れ
、
多
く
の
詩
を
世
に
残
さ
れ
た
。
も
し
、
翁
が
亡

く
な
る
ま
で
確
り
と
目
が
見
え
て
い
た
な
ら
ば
、
雄
篇
や
傑

作
は
今
の
数
倍
に
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
大
変
残
念
な
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
桂
の
林
の
中
に
あ
る
一
本
の
枝
、
崑

崙
山
に
産
す
る
玉
の
ひ
と
か
け
ら
で
す
ら
、
人
は
大
変
に
貴

重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
況
や
（
こ
の
詩
集

に
は
）
三
百
篇
も
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ど
う
し
て
そ
れ
以
上
求
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
収

め
ら
れ
た
詩
が
優
れ
て
学
術
的
で
あ
る
の
は
、
山
陽
先
生
及

び
諸
名
家
の
批
評
が
備
わ
っ
て
い
る
お
か
げ
で
も
あ
る
。
故

に
私
は
多
く
を
語
る
こ
と
は
し
な
い
。

　
　

癸
み
ず
の
と

未
ひ
つ
じ

（
明
治
十
六
年
・
一
八
八
三
年
）
冬
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枇
杷
亭
の
南
窓
の
下
に
書
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
一
歳　
　
　

山　

宇
都
宮
靖

※
宇
都
宮
竜
山　

名
は
靖
。
字
は
好
直
、
清
記
白
茅
と
称
し
、

龍
山
と
号
す
。
伊
予
新
谷
の
藩
士
原
東
一
郎
の
子
に
し
て
尾

道
の
旧
家
松
田
与
南
（
松
田
卜
隠
家
の
継
承
者
）
の
末
弟
に

あ
た
り
、
幼
名
を
宗
也
と
い
う
。
幼
く
し
て
帆
足
万
里
に
学

び
、
十
六
歳
の
頃
藩
の
侍
講
と
な
る
。
尚
遊
学
の
忘
（
※
志

の
誤
り
か
）
去
ら
ず
、
万
里
の
紹
介
に
よ
り
東
都
古
賀
洞
庵

に
学
ば
ん
と
す
る
も
許
さ
れ
ず
、
即
ち
脱
走
し
て
洞
庵
の
門

に
入
り
、
学
成
り
て
後
尾
道
に
帰
る
。
広
島
の
家
老
浅
野
忠

敬
に
聘
せ
ら
れ
て
、
禄
百
石
を
食
み
三
原
潘
の
学
政
を
司

る
。
明
治
元
年
再
び
尾
道
に
来
り
朝
陽
館
を
開
き
子
弟
を
薫

育
す
。
竹
雪
山
房
詩
鈔
、
興
学
通
信
、
開
港
夜
話
問
答
、
芳
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山
遊
記
等
の
遺
書
あ
り
。
後
龍
山
文
集
の
刊
行
あ
り
、
曽
て

明
治
維
新
前
す
で
に
大
い
に
開
港
説
を
唱
へ
、
忠
敬
に
建
議

し
て
松
浜
に
築
港
と
造
ら
し
む
。
今
の
糸
崎
港
こ
れ
な
り
。

明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
八
月
十
一
日
八
四
に
し
て
没
す
。

浄
土
寺
に
碑
あ
り
。
糸
崎
に
も
松
浜
新
港
碑
あ
り
。
墓
は
慈

観
寺
。

◎
頼　

支
峯

【
本
文
】

　

跋

　

欧
陽
公
嘗
云
、
非
詩
之
能
窮
人
、
殆
窮
者
而
後
工
也
。
其

豈
然
哉
。

　

余
於
尾
路
橋
本
竹
下
翁
知
之
。
翁
承
累
世
豪
富
為
人
謹
慎
、

有
醇
行
一
徹
。
人
皆
属
望
。
夙
就
郷
先
生
島
居
氏
、
交
学
既

長
嗜
詩
。
学
茶
山
先
生
及
吾
先
人
、
詩
才
秀
発
其
詩
兼
諸
体
、

最
善
長
篇
、
有
感
慨
激
烈
語
、
有
雄
豪
奇
抜
語
、
至
近
体
亦

清
廉
沖
澹
、
先
生
与
先
人
嘆
賞
不
已
、
常
附
評
語
奨
励
。

　

後
造
詣
益
深
、
鬱
然
自
成
一
家
。
星
巌
梁
翁
亦
許
為
関
西

一
名
家
。
鳴
乎
豪
富
如
翁
而
有
斯
詩
焉
。
謂
窮
者
而
後
工
哉
。

　

公
有
所
為
而
言
可
知
己
。
余
観
世
之
詩
家
僅
々
能
近
体
、

少
窺
古
風
之
域
。
𠑊
然
以
大
家
自
居
。
観
其
詩
乏
温
柔
敦
厚

之
旨
、
問
其
人
品
則
不
聞
有
徳
望
也
。
舎
其
詩
則
尋
常
人
耳
。

此
豈
可
翁
同
日
而
語
哉
。

　

抑
先
人
与
翁
交
最
熟
於
先
人
詩
文
集
可
見
矣
。
向
者
令
嗣

伯
厚
、
令
孫
清
純
、
嘱
宮
原
士
淵
及
予
、
校
讐
翁
詩
、
以
上

梓
。
頃
刻
成
因
一
二
訂
魯
魚
之
誤
、
又
附
一
語
。
養
尾
路
叙

旧
誼
而
已
。

　

明
治
甲
申
二
月
謹
書
于
鳧
水
草
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
峯　

間
人　
　

頼　

復

【
現
代
語
訳
】

　

跋

　

宋
の
文
人
・
欧
陽
修
（
唐
宋
八
大
家
の
一
人
）
は
か
つ
て

言
っ
た
。
「
詩
が
詩
人
を
窮く

る

し
め
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
、
詩
人
が
窮
し
め
ば
窮
し
む
ほ
ど
そ
の
作
る
詩
は
巧

妙
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
だ
」
と
。
誠
に
ご
も
っ
と
も
な

こ
と
で
あ
る
。

　

私
は
尾
路
に
お
け
る
橋
本
竹
下
翁
、
彼
を
存
じ
あ
げ
て
い

る
。
翁
は
先
祖
代
々
の
豪
富
を
継
承
し
て
な
お
、
お
人
柄
は

と
て
も
慎
み
深
く
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
方
で
あ
っ
た
。
人
々

は
み
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
幼
年
の
頃
よ
り
郷
里
の
先
生

島し
ま

居す
え

氏
に
師
事
し
、
学
問
が
上
達
し
て
く
る
と
詩
を
嗜
む
よ

う
に
な
ら
れ
、
茶
山
先
生
（
菅
茶
山
）
と
先
人
（
支
峯
の
父

で
あ
る
頼
山
陽
の
こ
と
）
に
学
ば
れ
た
。
詩
の
才
能
は
大
変

に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
諸
体
（
漢
詩
の
様
々
な
ス
タ
イ
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ル
。
古
詩
、
絶
句
、
律
詩
、
楽
府
等
）
に
通
じ
て
お
ら
れ
た

が
、
特
に
長
篇
を
最
も
得
意
と
さ
れ
、
そ
こ
に
は
感
慨
激
烈

の
語
、
雄
豪
奇
抜
の
語
が
見
ら
れ
る
。
近
体
詩
（
絶
句
・
律

詩
・
排
律
）
も
無
欲
清
廉
な
内
容
の
も
の
で
あ
り
、（
菅
茶
山
）

先
生
と
先
人
（
頼
山
陽
）
も
嘆
賞
し
て
や
ま
ず
、
い
つ
も
評

語
を
つ
け
て
奨
励
さ
れ
て
い
た
。

　

後
に
詩
の
造
詣
は
益
々
深
ま
り
、
自
ら
一
流
派
を
構
え
ら

れ
た
。
梁
川
星
巌
翁
も
関
西
の
一
名
家
と
し
て
お
認
め
に
な

ら
れ
た
。
あ
あ
、
富
豪
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
詩
を
詠
わ
れ
る
と
は
。
詩
人
が
窮く

る

し
め
ば
窮
し
む
ほ

ど
、
そ
の
作
る
詩
は
巧
み
に
な
る
と
い
う
が
、
そ
う
い
う
こ

と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

公
（
欧
陽
修
）
は
「
己
を
知
る
べ
し
」
と
言
っ
て
お
ら
れ

る
。
私
が
見
る
に
、
世
の
詩
家
は
僅
か
に
近
体
詩
の
み
詠
う

こ
と
が
で
き
、
古
体
詩
を
詠
う
こ
と
は
稀
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
家
で
あ
る
か
の
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。
彼
ら

の
詩
を
見
れ
ば
、
温
厚
さ
や
人
情
味
に
乏
し
く
、
人
と
し
て

の
品
格
に
つ
い
て
（
人
々
に
）
尋
ね
て
み
て
も
、
人
望
が
有

る
と
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
彼
ら
か
ら
詩
を
取
り
去
っ
て
し

ま
え
ば
、
ま
さ
に
た
だ
の
人
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

ど
う
し
て
（
竹
下
）
翁
と
同
じ
土
俵
で
語
る
こ
と
が
で
き
よ

う
か
、
い
い
や
で
き
は
し
な
い
。

　

そ
も
そ
も
先
人
（
頼
山
陽
）
と
（
竹
下
）
翁
と
の
つ
き
あ

い
に
つ
い
て
は
、
先
人
（
頼
山
陽
）
の
詩
文
集
に
最
も
熟
し

た
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
前
、
令
息
の
伯
厚
氏
と

令
孫
の
清
純
氏
か
ら
、
宮
原
士
淵
と
私
に
翁
の
詩
に
校
讐
を

施
し
、
出
版
し
た
い
と
依
頼
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
の
間
、
一

つ
か
二
つ
「
魯
」
を
「
魚
」
に
す
る
と
い
っ
た
些
細
な
誤
り

を
訂
正
し
、
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
語
句
を
付
け
加
え
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
完
成
し
た
。
尾
路
に
養
っ
た
旧
誼
を
叙
し
た

の
み
で
あ
る
。

　

明
治
十
七
年
二
月　

謹
ん
で
鳧
水
（
鴨
川
）
草
堂
に
て
書
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
峯　

閑
人　
　

頼　

復

※
頼
支
峯
（
一
八
二
三
～
一
八
八
九
）
名
は
復
、
字
は
士
剛
。

頼
山
陽
の
第
二
子
。
山
陽
が
京
都
に
移
り
住
ん
だ
と
き
妻
に

迎
え
た
梨
影
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
。
山
陽
死
亡
の
時
は
十

才
、
そ
の
広
島
で
聿
庵
（
山
陽
の
長
子
）
か
ら
教
育
を
受
け

た
。
や
が
て
江
戸
に
遊
学
し
門
田
朴
齋
、
関
藤
藤
陰
ら
の
庇

護
を
受
け
つ
つ
昌
平
黌
に
学
ん
だ
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

よ
り
二
年
間
越
後
水
原
の
学
問
所
に
招
か
れ
た
。
帰
洛
後
は

父
の
後
を
継
い
で
家
塾
を
開
い
た
。
明
治
維
新
の
際
、
車
駕

東
幸
に
あ
た
っ
て
こ
れ
に
扈
従
、
上
京
し
て
大
学
二
等
教
授

に
任
ぜ
ら
れ
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
年
）
に
は
大
学
少
博
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士
、
ま
も
な
く
辞
職
し
て
京
都
に
帰
り
、
悠
々
自
適
の
老
後

を
送
り
、
明
治
二
十
二
年
に
没
し
た
。

　

最
後
に
、
『
竹
下
詩
鈔
』
の
篇
目
を
挙
げ
て
お
く
。

竹
下
詩
鈔
巻
之
上

　
　

自
文
政
癸
未
至
天
保
癸
已
（1

8
2
3

～1
8
3
3

）

酔
草
歌

漫
題

黄
紬

待
杏
坪
先
生
賞
月
于
海
竜
寺

病
中
偶
成

代
内
記
悼

大
雅
道
人
画
壁
歌

放
蛩

捕
鼠
行　

山
陽
先
生
書
来
云
移
宅
三
樹
坡
為
京
師
第
一
勝
景
地
爾
来
詩
酒
抛
事
行

楽
如
意
賦
長
句
呈

中
秋

山
陽
先
生
侍
輿
帰
路
留
滞
友
人
渡
橋
氏
園
賦
呈

訪
山
陽
先
生
于
渡
橋
氏
山
園
即
事
二
首

同
先
生
分
詠
三
国
人
物

送
先
生
抵
神
辺

廉
塾
分
得
韻
斉

乙
酉
人
日

舟
中

路
上

浪
華
舟
遊
即
事

東
大
寺
行
遊
南
都
有
感
而
作

芳
野

発
芳
野
赴
多
武
峯
輿
上
作
（
二
首
）

木
兎
川
舟
中

訪
山
陽
先
生
賦
呈

晩
晴
時
余
在
山
陽
先
生
塾

端
午

題
高
雲
溟
画

与
獣
似
歌

詠
史

画
題

奴
婢
予
作
此
篇
以
賦
二
子
温
恭

寄
書
梁
伯
兎
於
廉
塾
伯
兎
已
赴
讃
岐
書
亦
徒
返
帰
杖
聞
言
葦
水
留
一
封

欲
寄
伏
書
郵
漂
然
桃
梗
蹤
難
定
也
趂
風
檣
到
讃
州

即
目

訪
宥
澄
上
人
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読
宋
史
及
寇
準
澶
州
役
有
感
而
作

宮
原
士
淵
遙
示
近
作
詠
筆
篇
歩
韻
却
寄
情
見
于
詩

牡
丹

画
題
二
首　

八
幡
太
郎

広
島
帰
路
過
松
子
山

食
筍
憶
山
陽
先
生
及
在
京
諸
友

鸞
女　

読
紀
暁
嵐
瀛
奎
律
髄
刊
誤

晩
酌
招
士
淵
不
至

夏
日
偶
作

囲
碁　
　

七
月
初
三
作
進
退
韻

無
題

宝
鼎
篇　

班
衣

梁
星
巌
書
至
附
以
詠
孤
鴛
近
作　

無
題
寄
調
後
庭
花

竹
下
詩
鈔
巻
之
中

　
　

自
天
保
甲
午
到
甲
化
甲
辰
（1

8
3
4

～1
8
4
4

）

詠
史
七
首

海
月

竹
田
翁
寓
爽
籟
軒
賦
呈　

春
日
鷹
巣
村
訪
麻
生
氏　

爽
籟
軒
偶
成

六
言
二
首

舟
発

展
山
陽
先
生
墓

但
馬
客
中
望
北
海
作

天
橋　

文
殊
院　

湯
島
客
中
二
首

帰
路

簡
睡
菴
居
士
居
士
近
寓
東
麓

獲
施
郭
二
氏
画
山
水
記
喜

爽
籟
軒
間
吟

送
春
琴
居
士　

臨
別
遇
雨
酒
間
賦
似

竹
田
翁
寓
吉
祥
院
賦
呈　

瘞
紅
碑　

題
群
仙
会
飲
図

画
題

分
題
詠
間
雲
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題
竹
田
先
生
尾
道
遊
覧
志
後

題
画

聞
児
虎
読
陰
徳
太
平
記
？

題
茅
花
図　

姜
公

酬
宮
原
士
淵
在
江
戸
寄　

赴
広
島
途
中
作　

病
中
偶
成
二
首

友
人
宅
観
明
人
米
法
画
山
水
二
首　

睡
菴
居
士
海
錯
巻
成
賦
謝

読
黄
蕺
山
日
本
刀
歌
作　

悼
竹
田
翁　

題
鳩
杖

平
相
国

源
廷
尉　

游
声
浦
看
松　

秋
夜
憶
宮
原
士
淵
士
淵
時
在
江
戸　

秋
詞
十
題　

或
煮
河
豚
招
余
余
時
読
東
坡
集
偶
成

過
孤
松
軒
有
懐
故
竹
田
翁
翁
曽
寓
此

平
家
蟹
詞　

間
吟
四
首　

楠
公　

舟
達
広
島
作　

遊
宮
島

宇
好
直
見
訪　

蘇
東
坡
過
過
建
昌
李
野
夫
公
擇
故
居
詩
韻
情
見
於
詩　

春
琴
居
士
嘗
以
施
溥
郭
完
画
山
水
比
之
連
壁
（
省
略
）
（
四
首
）

送
阿
部
絹
洲
帰
讃
岐

呈
兄
君

題
自
画
（
五
首
）　

春
日
訪
宇
好
直

観
四
十
七
士
像

留
侯　

題
桃
菜
図

宮
原
士
淵
将
移
住
京
都
贐
以
一
絶

紙
鳶　

喫
蕎
麦
作　

冬
日
同
宇
好
直
橋
元
路
飲　

舟
達
室
津
児
徳
温
上
陸
別
後
舟
中
作　

黄
蘗
山　

宇
治　

展
山
陽
先
生
墓　

盆
山　

患
眼
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三
叉

宇
文
直
従
倉
敷
帰
訪
余
于
爽
籟
軒
坐
間
有
盆
山
賦
示

瓶
梅

雪
晴

人
日

六
言

頼
山
陽
先
生
通
議
後　

禽
蟲
詩
詠
晉
人
物

富
士
山

新
秋
間
吟

爽
籟
軒
膢
後
諸
蟲
競
鳴
中
有
一
種
声
類
鈴
鳴
者
莫
能
識
其
名
十
三
夜
対

月
作
此

曩
従
山
陽
先
生
訪
茶
山
翁
于
廉
塾
距
今
二
十
年
二
先
生
已
共
就
木
余
頭

亦
白
偶
記
一
感　

落
歯
歎　

梁
星
巌
書
自
江
戸
達
。
云
明
春
移
京
。
因
憶
故
山
陽
先
生
代
簡
却
寄

追
憶
竹
田
翁

竹
下
詩
鈔
巻
之
下

　
　

自
弘
化
乙
已
至
安
政
已
未
（1

8
4
5

～1
8
5
9

）

題
画

六
言

月
夜　

十
一
頁

初
夏
偶
成

画
山
水
二
首

美
人
読
書
図

諸
葛
瞻

明
太
祖　

詠
物
五
首　

郭
令
公　

孟
徳　

隔
廉
梅
同
大
内
氏
博
作　

病
中
謙
和
兄
書
至
賦
長
句
以
呈　

梅
花
水
仙
同
缾
二
首　

遊
浄
土
寺
遙
望
我
爽
籟
軒
紅
梅
作　

夏
日
即
事

和
答
禽
言
二
首　

中
秋　

寄
題
大
山
氏
所
蔵
木
龍

籠
鶯　

看
庭
前
草
有
感　

啖
西
瓜

古
松
篇

漁
父
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題
画
憶
故
竹
田
翁

観
猟　

聞
秀
策
挙
桔
棊
員
喜
作

碧
蹄
戦

与
秀
策

画
題

一
字
至
十
字

曹
操
到
劉
備
対
酌
図

梁
星
巌
客
関
東
幾
二
十
年
聞
近
帰
住
京
師
有
此
寄

佐
嘉
藩
士
千
住
君
扈
従
君
侯
赴
江
戸
途
次

代
一
材
官
作

登
千
光
寺

睡
菴
居
士
海
錯
図
鑑

爽
籟
軒

食
山
豬

花
史

詠
史
十
首

朱
春
水

江
上
驟
雨

冬
日
間
吟　

病
鷹

三
原
帰
路
輿
上
作

諸
葛
武
侯
像
賛

浮
積
樓
偶
成

侠
客

次
韻
横
井
生
項
王
別
虞
姫
作

玉
浦
竹
枝

謝
僧
贈
梅

会
棋
者

鰕禽
蟲
絶
句
二
十
七
首　

野
馬

送
別
秋
水
夫
妻

有
客
問
施
溥
郭
完
優
劣
者
答
以
一
絶

松
鶴
図

病
中
偶
成

訪
富
島
氏
隠
居

源
廷
尉
二
首

寄
今
村
綽
夫

彭
城
士
尚
好
食
河
豚
魚
賦
示

夏
日
即
事　

同
一
友
人
散
歩
東
郊
遂
遊
浄
土
寺　

聴
鶯

暁
発
海
田
駅
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題
浪
華
長
橋
図

蟾
蜍
石

聞
英
夷
船
至
長
崎
港
乞
通
互
市
作

水
樓
避
暑

赴
広
島
舟
中

柳看
二
子
温
恭
囲
碁
作

妓
王

題
袈
裟
代
夫
死
図

畜
猫
護
書

無
題

水
魚

聞
阿
墨
船
来
作

対
潮
樓
席
上
次
韓
使
韻

題
画

聯
句

送
人
遊
芳
野

無
題

―

た
か
は
し
・
あ
き
ひ
さ　

日
本
文
学
科
准
教
授―
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